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背景・目的

微量の銅イオンは植物の成長に必要

一方で…

銅→・抗菌材料として使われている

・植物に対して毒性を示す（多量な場合）



背景・目的

最近の研究から…

塩化ナトリウムは

銀イオンの毒性を不活性化させる

働きを持つ



背景・目的

塩化ナトリウムを添加することで

銅イオンの毒性も不活性化することが

できるのではないか？
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硫酸銅水溶液２％ 純水

背景・目的
先行研究、予備実験から…

銅イオンを含む溶液の毒性を確認



実験１

目的：塩化ナトリウムによる銅イオンの不活化を確認する

材料

・純水

・硫酸銅水溶液（5.0×10-4% , 5.0×10-5%)

・塩化ナトリウム水溶液(30,40,50,60,80,100ｍM)

・はつか大根（種子5個）



方法

①塩化ナトリウム水溶液と硫酸銅水溶液を１０ｍL
ずつを入れたシャーレと、
純水２０ｍＬのみを入れたシャーレを用意する

②それぞれのシャーレにはつか大根の
種を入れる

③アルミホイルを被せ、暗所にする

④２０℃を保ち、１週間観察する

実験の様子
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結果

〇条件：硫酸銅水溶液5.0×10-4%の場合

どの濃度でも成長の抑制がみられた

多量の塩化ナトリウムが原因
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結果

〇条件：硫酸銅水溶液5.0×10-5%の場合

塩化ナトリウム水溶液40,50mMの場合

純水を上回る著しい成長がみられた



考察

塩化ナトリウムが銅の毒性を緩和しやすい濃度比がある

しかし…

正確な濃度比を見つけるのは難しい

ほかに成長を促進させる方法を探る

・種を入れるタイミングを変える

・ほかの銅を不活性化する物質を使う



実験２
目的：種を入れるタイミングによる成長の変化

材料
・純水

・硫酸銅水溶液（ 5.0×10-4%）

・塩化ナトリウム水溶液

（ 10,20,50,80ｍM）

・はつか大根（種子５個）

硫酸銅



① ⅰ.硫酸銅水溶液と種 塩化ナトリウム水溶液

ⅱ.硫酸銅水溶液、塩化ナトリウム水溶液、種 同時

②アルミホイルを被せ、暗所にする

③２０℃を保ち、1週間観察する

１０分

方法



同時

硫酸銅水溶液
↓

塩化ナトリウム
水溶液

１０ｍM ２０ｍM ５０ｍM ８０ｍM

結果



結果・考察

・同時に入れた場合に比べて成長が抑制されていた

・塩化ナトリウム水溶液の濃度による変化が小さい

硫酸銅水溶液に種を入れている時間が長すぎた



展望

•植物の成長に対して適切な溶液を入れる
タイミングを探る

•塩化ナトリウムが作用している場所を調べる

•試行回数を増やす
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